
 

           

「
男
、
突
っ
走
る
！
」    

  

第
31
回 

   

第
一
稿 

         

作
・
壽
倉 

雅 



登
場
人
物 

木 
内 

 

雅 

也
（
19
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
１
年
生 

 

木 

内 
 

孝 

志
（
48
） 

雅
也
の
父 

木 

内 
 

真 
保
（
46
） 

雅
也
の
母 

木 

内 
 

健
次
郎
（
15
） 

雅
也
の
弟 

 

眞
榮
田 

 

浩 

平
（
19
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
１
年
生 

福 

沢 
 

瑞 

枝
（
19
） 
名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
１
年
生 

長 

井 
 

夏 

美
（
19
） 
名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
１
年
生 

加 

藤 
 

直 

也
（
19
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
１
年
生 

大
久
保 

 

正 

樹
（
23
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
１
年
生 

植 

野 
 

雪 

奈
（
19
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
１
年
生 

船 

倉 
 

篤 

志
（
19
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
１
年
生 

奥 

村 
 

裕 

司
（
20
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
１
年
生 

野 

添 
 

美 

南
（
20
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
１
年
生 

 

渡 

部 
 

康 

太
（
39
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
教
務
課
長 

鈴 

島 
 

孝 

雄
（
52
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
入
学
事
務
局
長 

吉 

野 
 

茉 

由
（
25
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
入
学
事
務
局
員 

鈴 

本 
 

貴 

広
（
44
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
講
師 

藤 

堂 
 
 
 

香
（
54
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
講
師 

堀 

江 
 

朝 

日
（
35
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
講
師 

堀 

内 
 

泰 

正
（
58
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
講
師 

山 

浦 
 

重 

幸
（
58
） 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
講
師 
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1

 

木
内
家
・
居
間
（
朝
） 

孝
志
と
健
次
郎
が
朝
食
を
食
べ
て
い
る―

―

真
保
が
廊
下
か
ら
入
っ
て
く
る
。 

真
保
「
で
き
た
わ
よ
」 

と
、
一
同
振
り
返
る―

―

廊
下
か
ら
ス
ー
ツ

姿
の
雅
也
が
入
っ
て
く
る
。 

孝
志
「
お
う
、
で
き
た
か
」 

健
次
郎
「
何
で
ス
ー
ツ
な
の
？
」 

雅
也
「
今
日
は
専
門
学
校
の
入
学
式
。
学
生
た
ち
は

み
ん
な
ス
ー
ツ
で
出
席
な
の
」 

真
保
「
こ
の
日
の
た
め
に
新
調
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た

わ
」 

孝
志
「
そ
り
ゃ
、
こ
れ
か
ら
ス
ー
ツ
着
る
機
会
も
増

え
る
だ
ろ
う
か
ら
な
」 

雅
也
「
ネ
ク
タ
イ
の
結
び
方
が
、
ど
う
も
慣
れ
な
く

て…
…

高
校
の
ネ
ク
タ
イ
は
、
も
う
形
に
な
っ
た

や
つ
を
ホ
ッ
ク
み
た
い
に
つ
け
る
だ
け
だ
っ
た
か

ら
さ
」 

孝
志
「
ち
ょ
っ
と
貸
し
て
み
ろ
」 

と
、
雅
也
の
目
の
前
に
来
る
と
、
慣
れ
た
手



 2 

つ
き
で
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
る
。 

孝
志
「
よ
し
、
こ
れ
で
良
い
だ
ろ
う
」 

雅
也
「
す
げ
え
」 

孝
志
「
普
段
は
作
業
着
だ
け
ど
、
ス
ー
ツ
着
る
こ
と

だ
っ
て
俺
に
だ
っ
て
あ
る
ん
だ
か
ら
」 

雅
也
「
ま
た
ネ
ク
タ
イ
の
締
め
方
、
練
習
し
な
い
と

な
」 

孝
志
「
場
数
踏
め
ば
、
何
と
か
な
る
だ
ろ
」 

苦
笑
し
て
い
る
雅
也
。 

Ｎ
「
二
〇
一
四
年
四
月
、
僕
は
専
門
学
校
に
入
学
を

し
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
同
級
生
が
一
人
も
い
な

い
中
で
の
専
門
学
校
生
活
の
始
ま
り
は
、
不
安
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
入
学
式
や
新
入
生

歓
迎
会
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
無
事
に
終
わ

り
、
翌
日
か
ら
通
常
の
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
」 

 

2

 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
・
全
景 

 

3

 

同
・
４
階
・
４
０
２
教
室 

雅
也
、
野
添
美
南
（

20

）
を
始
め
、
生
徒



 3 

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
パ
ソ
コ
ン
席
に
座
っ
て
い

る―
―

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
説
明
を
し
な
が

ら
授
業
を
し
て
い
る
講
師
・
堀
内
泰
正

（

58

）
。 

堀
内
「
我
々
編
集
の
仕
事
を
す
る
世
界
に
と
っ
て
、

文
字
校
正
を
行
う
う
え
で
、
必
ず
使
う
言
葉
が
、

『
文
字
を
開
く
』
こ
と
と
、
『
文
字
を
閉
じ
る
』

と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
の
意
味
、
分
か
り
ま
す

か
？
」 一

同
、
首
を
か
し
げ
て
い
る
。 

堀
内

「
『

文
字
を
開
く
』
と
い
う
の
は
、
漢
字
を
ひ

ら
が
な
に
直
す
こ
と
で
す
。
逆
に
、
ひ
ら
が
な
を

漢
字
に
直
す
こ
と
を
『
文
字
を
閉
じ
る
』
と
言
い

ま
す
」 雅

也
、
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
に
メ
モ
を
す
る
。 

Ｎ
「
こ
の
方
は
、
主
に
雑
誌
編
集
の
授
業
を
担
当
す

る
堀
内
泰
正
先
生
。
以
前
は
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
を
経
営
し
て
お
り
、
今
は
主
に
郷
土
史
家
と
し

て
歴
史
の
専
門
家
も
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
」 
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4

 

同
・
４
階
・
廊
下 

雅
也
が
部
屋
か
ら
出
て
く
る―

―

廊
下
に
設

置
し
て
あ
る
プ
リ
ン
タ
ー
の
前
に
来
る
と
、

印
刷
さ
れ
た
紙
を
持
つ
。 

雅
也

「
（

紙
を
見
て
）
あ
れ
？ 

何
だ
こ
れ
？
」 

と
、
４
０
３
教
室
か
ら
植
野
雪
奈
（

19

）

が
出
て
く
る
と
、 

雪
奈
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
混
ざ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
か
。

（
と
雅
也
を
見
て
）
あ
」 

雅
也
「
あ
、
確
か
新
入
生
歓
迎
会
で…

…

（
と
プ
リ

ン
ト
を
渡
す

）
」 

雪
奈
「
あ
り
が
と
う
。
私
、
雑
貨
＆
ア
ク
セ
サ
リ
ー

専
攻
の
植
野
雪
奈
」 

雅
也
「
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
専
攻
の
木
内
雅
也
で
す
。

『
う
っ
ち
ー
』
っ
て
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」 

雪
奈
「
よ
ろ
し
く
ね
、
う
っ
ち
ー
」 

と
、
微
笑
む
と
、
教
室
に
入
っ
て
い
く―

―

雅
也
、
プ
リ
ン
ト
の
内
容
を
見
な
が
ら
、
４

０
２
教
室
に
戻
っ
て
い
く
。 
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同
・
５
階
・
５
０
２
教
室 

講
師
・
堀
江
朝
日
（

35

）
が
授
業
を
し
て

い
る―

―

聞
い
て
い
る
雅
也
、
美
南
た
ち
。 

堀
江
「
小
説
の
視
点
で
多
い
の
は
、
三
人
称
神
視
点

と
い
う
も
の
で
す
。
彼
が
、
あ
る
い
は
誰
々
が
、

と
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
描
く
書
き
方
で

す
。
ま
た
、
読
者
層
の
若
い
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
等
で

多
い
の
は
、
俺
や
私
と
い
っ
た
視
点
で
描
く
一
人

称
視
点
と
い
う
描
き
方
で
す
。
こ
れ
か
ら
出
す
課

題
で
は
、
こ
の
視
点
を
し
っ
か
り
意
識
し
て
書
い

て
み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
」 

雅
也
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
し

て
い
く
。 

Ｎ
「
こ
の
方
は
、
小
説
制
作
の
授
業
を
担
当
し
て
い

る
堀
江
朝
日
先
生
。
文
学
賞
を
受
賞
し
て
小
説
本

を
い
く
つ
も
出
版
し
て
い
る
現
役
の
小
説
家
さ
ん

で
す
。
シ
ナ
リ
オ
の
書
き
方
し
か
知
ら
な
い
自
分

に
と
っ
て
、
こ
の
小
執
筆
の
授
業
が
実
は
苦
手
で

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
一
日
一
日
、
学
校
で
の

暮
ら
し
は
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
」 
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6

 

同
・
４
階
・
４
０
２
教
室 

藤
堂
が
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
な
が
ら
授
業
を
し

て
い
る―

―

そ
れ
ぞ
れ
の
席
で
聞
い
て
い
る

雅
也
た
ち
。 

藤
堂
「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
い
う
の
は
、
短
い
中
で

ど
れ
だ
け
伝
え
た
い
こ
と
を
入
れ
る
の
か
が
大
事

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
で
き
る
だ
け
多
く
考
え
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
今
か
ら
十
分
間
、
時
間
を
図
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
登
場
人
物
や
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
じ

ゃ
あ
、
用
意
ス
タ
ー
ト
」 

と
、
パ
ソ
コ
ン
に
文
字
を
打
っ
て
い
く
雅
也

た
ち
。 

Ｎ
「
体
験
入
学
の
時
に
も
授
業
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

藤
堂
香
先
生
。
本
業
が
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
な
の
で
、

担
当
授
業
は
コ
ピ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
、

文
章
表
現
基
礎
と
ア
イ
デ
ィ
ア
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
脚
本
で
長
台
詞
を
書
い
て
き
た



 7 

自
分
に
と
っ
て
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
授
業

も
実
に
苦
手
な
授
業
で
も
あ
り
ま
し
た
」 

 

7
 

同
・
６
階
・
廊
下 

雅
也
が
や
っ
て
く
る―

―

廊
下
の
ベ
ン
チ
に

座
っ
て
い
る
眞
榮
田
浩
平
（

19

）
。 

浩
平
「
お
つ
か
れ
」 

雅
也

「
（

一
瞬
驚
い
て
）
お
つ
か
れ
」 

浩
平
「
今
か
ら
英
会
話
？
」 

雅
也
「
う
ん…

…

も
し
か
し
て
、
一
緒
？
」 

浩
平
「
お
お
」 

雅
也
「
そ
っ
か
」 

と
、
浩
平
の
隣
に
座
る
と
、
鞄
か
ら
パ
ン
を

取
り
出
し
、
食
べ
始
め
る
。 

浩
平
「
確
か
、
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
専
攻
だ
っ
た
よ

ね
？
」 

雅
也
「
う
ん
。
そ
っ
ち
は
？
」 

浩
平
「
俺
は
Ｃ
Ｇ
＆
映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
専
攻
」 

雅
也
「
ふ
ー
ん
」 

浩
平
「
あ
、
俺
は
眞
榮
田
浩
平
。
よ
ろ
し
く
」 
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雅
也
「
俺
は
木
内
雅
也
。
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
」 

握
手
を
交
わ
す
雅
也
と
浩
平―

―

と
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
開
き
、
長
井
夏
美
（

19

）
、

福
沢
瑞
枝
（

19

）
、

加
藤
直
也
（

19

）
、

大
久
保
正
樹
（

23

）
が
、
話
し
な
が
ら
出

て
く
る
。 

浩
平

「
（

夏
美
た
ち
に
）
お
疲
れ
」 

一
同
「
お
疲
れ
」 

夏
美
「
ん
？ 

こ
の
子
は
？
」 

浩
平
「
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
専
攻
の
木
内
君
。
（
と

雅
也
に
）
み
ん
な
、
俺
と
同
じ
Ｃ
Ｇ
＆
映
像
ク
リ

エ
イ
タ
ー
専
攻
な
の
」 

雅
也
「
そ
う
な
ん
だ
。
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
専
攻
の

木
内
雅
也
で
す
」 

夏
美
「
長
井
夏
美
で
す
」 

瑞
枝
「
福
沢
瑞
枝
、
よ
ろ
し
く
」 

直
也
「
俺
は
加
藤
直
也
」 

正
樹
「
大
久
保
正
樹
、
マ
ー
ボ
ー
っ
て
呼
ん
で
」 

雅
也
「
よ
ろ
し
く
」 

と
、
雪
奈
が
階
段
を
上
っ
て
く
る
。 
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雪
奈
「
あ
れ
、
う
っ
ち
ー
も
今
か
ら
英
会
話
？
」 

雅
也
「
う
ん
。
ゆ
き
ち
ゃ
ん
も
？
」 

雪
奈
「
そ
う
だ
よ
」 

雅
也
、
鞄
か
ら
プ
リ
ン
ト
を
取
り
出
す
と
、 

雅
也
「
あ
、
ほ
ん
と
だ
。
木
曜
六
時
間
目
の
英
会
話

は
、
小
説
専
攻
、
シ
ナ
リ
オ
専
攻
、
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
専
攻
、
映
像
専
攻
、
雑
貨
専
攻
の
合
同
授
業

っ
て
書
い
て
あ
る
」 

瑞
枝
「
結
構
な
大
所
帯
に
な
り
そ
う
ね
」 

直
也
「
英
会
話
、
で
き
る
か
な
ぁ
」 

夏
美
「
大
丈
夫
よ
、
教
科
書
通
り
に
や
っ
と
け
ば
」 

正
樹
「
俺
は
大
学
出
て
か
ら
こ
の
学
校
入
っ
た
け
ど
、

当
時
か
ら
英
語
は
苦
手
だ
っ
た
な
ぁ
」 

雪
奈
「
ま
あ
、
何
と
か
な
る
で
し
ょ
」 

浩
平
「
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
、
教
室
入
る
か
」 

雅
也
「
う
ん
、
そ
う
だ
ね
」 

と
、
そ
れ
ぞ
れ
中
へ
入
っ
て
い
く
。 

 

8

 

木
内
家
・
居
間
（
夜
） 

真
保
が
夕
飯
の
支
度
を
し
て
い
る―

―

と
、
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真
保
の
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
が
来
る
。
メ
ー

ル
を
見
る
真
保
。 

雅
也
の
声
「
今
、
学
校
終
わ
っ
た
。
２
２
時
２
５
分
、

駅
に
着
き
ま
す
」 

返
信
を
す
る
真
保
。 

真
保
の
声
「
了
解
」 

 

9

 

駅
・
ホ
ー
ム 

夏
美
と
瑞
枝
が
階
段
を
下
り
て
く
る
。 

夏
美
「
あ
」 

瑞
枝
「
え
？
」 

と
、
前
を
見
る
と
、
雅
也
が
立
っ
た
ま
ま
本

を
読
ん
で
い
る
の
が
見
え
る―

―

夏
美
と
瑞

枝
、
雅
也
の
隣
に
来
る
と
、 

夏
美
・
瑞
枝
「
木
内
君
」 

雅
也
、
振
り
向
く
。 

雅
也
「
あ
れ
。
長
井
さ
ん
に
福
沢
さ
ん
」 

夏
美
「
木
内
君
も
、
こ
っ
ち
方
向
な
ん
だ
」 

雅
也
「
う
ん
、
途
中
で
乗
り
換
え
だ
け
ど
ね
」 

夏
美
「
私
も
途
中
で
乗
り
換
え
、
み
ず
ち
ゃ
ん
は
終
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点
の
一
個
前
で
降
り
る
の
」 

雅
也
「
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
方
向
は
一
緒
な
ん
だ
」 

夏
美
「
実
は
ね
、
私
た
ち
、
高
校
も
同
じ
な
の
」 

雅
也
「
そ
う
な
の
？
」 

瑞
枝
「
学
科
が
違
っ
た
か
ら
、
当
時
は
話
し
た
こ
と

な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
当
時
か
ら
な
っ
ち
ゃ
ん
は

話
題
の
人
だ
っ
た
の
」 

雅
也
「
話
題
の
人
っ
て
？
」 

瑞
枝
「
私
は
商
業
科
で
、
な
っ
ち
ゃ
ん
は
家
政
科
だ

っ
た
ん
だ
け
ど
、
当
時
家
政
科
に
す
ご
い
綺
麗
な

子
が
い
る
っ
て
」 

雅
也
「
な
る
ほ
ど
ね
。
確
か
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
時
に
長
井
さ
ん
を
見
た
と
き
、
モ
デ
ル
さ

ん
み
た
い
な
人
だ
な
っ
て
思
っ
た
こ
と
思
い
出
し

た
」 

夏
美
「
そ
う
だ
っ
た
の
？
」 

雅
也
「
う
ん
。
そ
ん
な
人
と
帰
り
道
が
一
緒
だ
な
ん

て
、
光
栄
だ
わ
」 

瑞
枝
「
私
も
。
高
校
の
同
級
生
に
、
な
っ
ち
ゃ
ん
と

同
じ
学
校
で
専
攻
も
一
緒
っ
て
話
し
た
ら
、
ズ
ル
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い
っ
て
羨
ま
し
が
ら
れ
た
の
」 

雅
也
「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
」 

と
、
電
車
が
入
っ
て
く
る
。 

雅
也
「
空
い
て
る
と
良
い
ね
」 

瑞
枝
「
う
ん
」 

夏
美
「
特
急
は
、
い
つ
で
も
混
ん
で
る
か
ら
ね
。
特

に
こ
の
夜
の
時
間
帯
は
」 

雅
也
「
そ
う
だ
よ
ね
ぇ
」 

と
、
談
笑
し
な
が
ら
電
車
に
乗
り
込
ん
で
い

く
。 

 

10

 

最
寄
駅
・
表 

真
保
が
乗
用
車
に
乗
っ
て
待
っ
て
い
る―

―

改
札
口
か
ら
雅
也
が
出
て
く
る
と
、
助
手
席

に
乗
り
込
む
。 

雅
也
「
た
だ
い
ま
」 

真
保
「
お
か
え
り
」 

 

11

 

道
を
走
る
乗
用
車 
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12

 

そ
の
車
の
中 

真
保
が
運
転
し
、
助
手
席
に
雅
也
。 

真
保
「
ど
う
、
学
校
は
慣
れ
た
？
」 

雅
也
「
ま
だ
二
日
し
か
経
っ
て
な
い
け
ど
、
何
と
か

い
ろ
ん
な
子
と
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」 

真
保
「
そ
う
」 

雅
也
「
小
説
の
授
業
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
授
業
は
、

難
し
い
け
ど
ね
」 

真
保
「
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
専
攻
な
の
に
、
そ
ん
な

授
業
も
や
る
の
？
」 

雅
也
「
文
章
全
般
の
事
を
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
れ
に
、
ま
だ
シ
ナ
リ
オ
の
授
業
も
な
い
し
」 

真
保
「
え
、
シ
ナ
リ
オ
の
授
業
な
い
の
？
」 

雅
也
「
先
生
に
聞
い
た
ら
、
シ
ナ
リ
オ
の
授
業
は
二

年
生
か
ら
で
、
一
年
生
は
も
っ
と
根
本
の
基
礎
的

な
こ
と
や
る
ん
だ
っ
て
」 

真
保
「
そ
う
な
ん
だ
」 

雅
也
「
一
年
生
の
間
に
基
礎
を
や
っ
と
か
な
い
と
ね
。

そ
れ
に
脚
本
を
整
理
す
る
た
め
の
文
章
力
だ
っ
て

必
要
に
な
る
か
ら
、
そ
う
い
う
面
で
は
い
ろ
い
ろ
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勉
強
に
な
る
か
も
」 

真
保
「
ま
あ
、
あ
ん
た
が
楽
し
ん
で
る
な
ら
良
い
け

ど
さ
」 

雅
也
「
う
ん
。
書
く
た
め
に
は
、
日
々
基
礎
を
や
ら

な
い
と
ね
」 

真
保
「
ふ
ー
ん
」 

 

13

 

名
古
屋
芸
術
専
門
学
校
・
表
（
朝
） 

吉
田
、
教
務
課
長
・
渡
部
康
太
（

39

）
、

事
務
局
長
・
鈴
島
孝
雄
（

52

）
が
立
っ
て

お
り
、
通
学
し
て
く
る
学
生
た
ち
に
挨
拶
を

し
て
い
る
。 

吉
田
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

鈴
木
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

渡
部
「
お
は
よ
う
」 

と
、
鞄
か
ら
学
生
証
を
取
り
出
し
て
、
首
に

ぶ
ら
下
げ
な
が
ら
雅
也
が
登
校
し
て
く
る
。 

渡
部
「
お
は
よ
う
、
木
内
君
」 

雅
也
「
渡
部
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

渡
部
「
学
校
は
慣
れ
た
か
？
」 
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雅
也
「
ま
だ
一
週
間
も
経
っ
て
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
で

も
学
校
の
雰
囲
気
が
楽
し
い
の
で
、
す
ぐ
に
慣
れ

る
と
思
い
ま
す
」 

と
、
笑
い
な
が
ら
入
っ
て
い
く
。 

 

14

 

同
・
５
階
・
５
０
２
教
室 

美
南
が
パ
ソ
コ
ン
で
原
稿
を
書
い
て
い
る―

―

雅
也
が
入
っ
て
く
る
。 

雅
也
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

美
南
「
お
は
よ
う
、
木
内
君
」 

雅
也
「
あ
れ
、
野
添
さ
ん
早
い
じ
ゃ
ん
」 

美
南
「
私
、
地
元
近
い
か
ら
」 

雅
也
「
野
添
さ
ん
、
名
古
屋
だ
っ
け
？
」 

美
南
「
う
ん
、
港
区
。
栄
か
ら
地
下
鉄
で
二
十
分
」 

雅
也
「
良
い
な
ぁ
。
俺
な
ん
て
、
名
鉄
と
地
下
鉄
乗

り
継
い
で
、
ど
う
頑
張
っ
て
も
一
時
間
半
は
か
か

る
か
ら
」 

美
南
「
よ
く
通
え
る
ね
」 

雅
也
「
ま
あ
、
自
分
が
そ
の
道
を
進
み
た
い
か
ら
ね
。

そ
り
ゃ
朝
も
早
い
し
、
満
員
電
車
も
大
変
だ
け
ど
、



 16 

そ
れ
で
も
こ
こ
に
通
っ
て
プ
ロ
を
目
指
せ
る
ん
だ

っ
た
ら
、
そ
ん
な
の
苦
じ
ゃ
な
い
か
ら
」 

美
南
「
そ
っ
か
」 

と
、
生
徒
た
ち
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
入
っ
て
く
る
。 

生
徒
た
ち
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

雅
也
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

と
、
講
師
・
山
浦
重
幸
（

58

）
が
入
っ
て

く
る
。 

山
浦
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

雅
也
た
ち
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

山
浦
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
『
Ｍ
Ｙ

 

Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
』
と
書
き
始
め
る
。 

雅
也
「
あ
の
、
山
浦
先
生
。
そ
の
『
Ｍ
Ｙ

 

Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
』
っ
て
何
で
す
か
？
」 

山
浦
「
授
業
が
始
ま
っ
た
ら
詳
し
く
説
明
を
し
ま
す

が
、
自
分
が
見
て
感
じ
た
こ
と
を
、
５
Ｗ
１
Ｈ
を

意
識
し
て
記
事
の
よ
う
に
書
い
て
も
ら
い
ま
す
」 

雅
也
「
記
事…

…

で
す
か
？ 

日
記
み
た
い
な
も
の

で
す
か
？
」 

山
浦
「
ま
あ
、
簡
単
に
言
う
と
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
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で
す
が
あ
く
ま
で
も
記
事
な
の
で
、
初
め
て
見
た

人
で
も
ち
ゃ
ん
と
そ
の
内
容
や
、
出
て
く
る
登
場

人
物
が
分
か
る
よ
う
に
描
写
を
意
識
し
て
書
い
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
ダ
ラ
ダ
ラ
と
説
明
を
書
く
だ
け

で
は
な
く
、
文
章
を
生
業
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
以
上
は
描
写
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
『
Ｍ

Ｙ

 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』
で
す
」 

雅
也
「
分
か
り
ま
し
た…

…

」 

難
し
い
顔
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
る
雅

也
。 

Ｎ
「
広
告
事
務
所
で
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
ラ
イ
タ
ー
を
し

て
い
る
山
浦
重
幸
先
生
が
担
当
す
る
記
事
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
授
業
。
こ
の
頃
、
僕
は
説
明
と
描
写
の
使

い
分
け
に
苦
労
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
。
脚
本
は
説
明
と
台
詞
で
設
計
さ
れ
て
い
る

一
方
、
記
事
や
小
説
は
台
詞
よ
り
描
写
や
表
現
を

試
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
台
詞
し
か
書
い
て
こ
な
か

っ
た
僕
に
と
っ
て
、
山
浦
先
生
が
毎
週
課
題
で
出

す
『
Ｍ
Ｙ

 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』
に
は
苦
戦
を
し
て
い
ま

し
た
」 
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15

 

同
・
屋
上 

雅
也
が
ド
ア
を
開
け
て
出
て
く
る―

―

自
販

機
で
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
い
る
と
、
喫
煙
ス

ペ
ー
ス
で
煙
草
を
吸
っ
て
い
る
奥
村
裕
司

（

20

）
を
見
つ
け
る
。 

雅
也
「
奥
村
君
？
」 

裕
司
「
あ
れ
、
木
内
君
じ
ゃ
ん
」 

雅
也
「
新
入
生
歓
迎
会
以
来
だ
ね
」 

裕
司
「
専
攻
違
う
と
、
な
か
な
か
会
う
こ
と
も
な
い

も
ん
ね
。
確
か
、
文
章
系
だ
っ
た
よ
ね
。
小
説
専

攻
じ
ゃ
な
く
て…

…

」 

雅
也
「
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
専
攻
」 

裕
司
「
そ
れ
」 

雅
也
「
ま
あ
、
小
説
専
攻
も
シ
ナ
リ
オ
専
攻
も
授
業

は
全
部
一
緒
だ
か
ら
、
大
し
て
変
わ
ら
な
い
け
ど

ね
。
奥
村
君
っ
て
、
ゲ
ー
ム
の
専
攻
だ
っ
た
よ

ね
？
」 

裕
司
「
あ
あ
。
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
ナ
ー
専
攻
」 

雅
也
「
何
や
る
の
？
」 
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裕
司
「
簡
単
に
言
う
と
、
ゲ
ー
ム
の
企
画
を
す
る
仕

事
か
な
」 

雅
也
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
っ
て
こ
と
？
」 

裕
司
「
そ
れ
に
近
い
か
な
」 

雅
也
「
へ
え
、
す
ご
い
ね
、
奥
村
君
の
専
攻
は
」 

裕
司
「
そ
う
い
え
ば
さ
」 

雅
也
「
う
ん
」 

裕
司
「
奥
村
君
っ
て
呼
ぶ
の
、
や
め
な
い
？
」 

雅
也
「
何
か
呼
ん
で
ほ
し
い
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
あ
る
？
」 

裕
司
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
中
で
は
、
お
っ
く
ー
っ
て
言

わ
れ
て
る
」 

雅
也
「
じ
ゃ
あ
、
お
っ
く
ー
。
俺
は
ね
、
高
校
の
時

に
う
っ
ち
ー
っ
て
言
わ
れ
て
た
か
ら
、
う
っ
ち
ー

っ
て
呼
ん
で
」 

裕
司
「
分
か
っ
た
よ
、
う
っ
ち
ー
」 

雅
也
「
よ
ろ
し
く
、
お
っ
く
ー
」 

と
、
船
倉
篤
志
（

19

）
が
ド
ア
を
開
け
る

と
、 

篤
志
「
お
っ
く
ー
、
そ
ろ
そ
ろ
授
業
始
ま
る
よ
」 

裕
司
「
分
か
っ
た
、
す
ぐ
行
く
」 
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雅
也
「
あ
の
子
は
？
」 

裕
司
「
俺
と
同
じ
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
ナ
ー
専
攻
の
あ
つ

ぽ
ん
っ
て
言
う
ん
だ
。
今
度
紹
介
す
る
よ
」 

雅
也
「
あ
り
が
と
う
」 

裕
司
「
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
き
ゃ
」 

雅
也
「
あ
、
俺
も
授
業
だ
」 
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同
・
５
０
２
教
室 

雅
也
、
美
南
、
雪
奈
た
ち
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン

の
前
に
座
っ
て
い
る―

―
と
、
始
業
チ
ャ
イ

ム
が
鳴
り
、
講
師
・
鈴
本
貴
広
（

44

）
が

入
っ
て
く
る
。 

鈴
本
「
授
業
始
め
ま
す
。
起
立
、
お
願
い
し
ま
す
」 

一
同
「
お
願
い
し
ま
す
（
と
着
席
す
る

）
」 

Ｎ
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

こ
の
鈴
本
貴
広
先
生
の
存
在
が
、
僕
に
と
っ
て
学

生
生
活
を
充
実
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
に
、

ま
だ
僕
自
身
、
気
づ
い
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
」 

 

つ
づ
く 


